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明けましておめでとうござ

います。新しい年が、会員の

皆様及び支部にとって、今年

も良い年となるよう努めて参

ります。 

新しい年を迎えるにあたり、

昨年を振り返ってみますと、昨年

は三つの変革を目指した年でありました。 

変革その１：新体制の発足と組織再編：支部

長及び幹事の改選がありました。新支部長と3

名の新幹事が信任され、新体制が7 月に発足し

ました。それに伴い支部活動の在り方を運営管

理部門、事業推進部門分けて見直すことにしま

した。検討結果は、年次総会で公表する予定で

す。 

変革その２：支部組織における特別役職の創

設：栃木県技術士会や日本技術士会栃木県支部

活動に貢献された方々を顕彰する制度を新たに

創設しました。次の4 名の方々を特別役職とし

て委嘱しました。支部最高顧問：田仲喜一郎氏、

支部特別顧問：菅井俊郎氏、小黒幸市し、支部

参与：柳瀬宣義氏 

これまでの経験を活かして、支部活動にご助

言を賜りたいと存じます。 

変革その３：委員会活動の新しい試み：各委

員会では、今までにない新しい取り組みを行い

ました。例えば、企画・研修委員会ではこれま

で難しかった県の部長経験者を講師としてお願

いしました。また、国際交流委員会では、文科

省科学技術振興機構の「さくらサイエンスプラ

ン」を導入して浙江省政府関係者を受け入れま

した。受け入れにあたっては、献身的な努力を

された支部特別顧問の方々に深く感謝申し上げ

ます。今年度以降も、この制度が利用できるよ

う努めたいと思います。さらに、環境支援小委

員会では「サイエンスカフェ事業」や「エンジ

ョウカガク」、「ECO テック＆ライフとちぎ」

といったイベントに、「アルソミトラグライダ」

や「ソーラガーデンライトランタン」などの新し

いアイデアを取り入れた工作物を展示しました。

こうした新しい変革を目指した取り組みは、今

年も続けていきたいと思います。そして変革の

成果は会員の皆様や協賛団体の皆様と分かち合

いたいと思います。今年もご支援を賜りますよ

うお願いいたします。 

 

エンジョイカガク 2017 報告 

支部幹事  松原 猛 

会 場：帝京大学宇都宮キャンパス 

日 時：平成27 年9 月10 日（午前・午後2

回実施） 

参加者：AM 50 名（同行者含めて 90 名），

PM 50 名（同行者含めて121 名） 

スタッフ（敬称省略） : 川上、久芳、西谷、長

山、吉岡、伊藤、白川、黒須、富田、                                

松原（講師），帝京大学生3 名 

 

県支部では、帝京大学宇都宮キャンパスで毎

年行われる「理工系進学体験イベント・エンジ

ョイカガク」に参加しています。 

このイベントは、子どもたちに理工系の学び

の楽しさを知ってもらうことにより、「学生の理

科離れ」の解消につなげることを目的に開催さ
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れる体験型学習教室です。我々県支部地域社会

貢献委員会は、「理科好きの子供たちのために身

近にできることをしよう」と、企業に混じって

手探りでこのイベントへの参加を始めました。

今年で5 回目の教室となりましたが、当初の不

安をよそに、毎回「満員御礼」と好評な教室と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エンジョイカガクポスター（帝京大学） 

 

参加者は県内の小学校低学年が中心で、体験

教室の前半は地球環境問題（温暖化）の講義受

けてもらい，後半はMg 燃料電池で走るミニカ

ーを自分たちで作製します。前半の授業では、

やはり講師が低学年むけに授業することに慣れ

ていないせいでしょうか、15 分をすぎるあた

りから集中力が切れてくる子供たちが出てくる

ことがわかります。しかし講義に耐えてミニカ

ーを作り始めると、全員目が再び輝きはじめま

す。周りの友達の作るのを横目で見ながら、一

生懸命自分のミニカーを組み立てます。中には

本人より後ろのお父さんが張り切ってしまう親

子も見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ みらいの自動車を勉強する様子 

完成後は牛乳パックを利用したレースコース

で、作ったミニカーを走らせます。自分のミニ

カーが友達のミニカーとバトルするのを見て子

供達は歓声を上げます。終了時間になると、み

んな自分の作ったミニカーを大事そうに箱にし

まって、「家でも走らせます。」といって帰って

いきます。 

これからの日本の製造業は、コンピューター

シミュレーションや AI を多用した MBD やバ

ーチャル開発が全盛となっていくでしょう。さ

らに、コンピューターゲームばかりやっていて、

もしかしたら自分でものを作ったり壊したりし

た経験もないまま、企業に就職していく子供た

ちも出てくるかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 燃料電池ミニカーを作成する様子 

 

しかし、ものつくり立国の日本がこれからも

競争力を維持するためには、開発者たちが実際

のものつくりの楽しさを知っていることが本当

はとても重要です。あまり認知されていないか

もしれませんが、シミュレーションだけの開発

ならば、オフショアへの発注をしてしまおうと

いう動きがすでにあります。「日本の技術者だか

ら付加価値をつけられる。」そんな時代は終わり

ました。しかし将来においても技術立国として

日本が存在感を示し続けてほしい。そんな思い

から、われわれ技術士会栃木県支部は、未来を

担う子供たちへの科学啓蒙活動に取り組んでい

ます。 

 

 

 

 

 

写真３ 

ミニカーを牛乳パックコースで走行会 
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環境見学会報告 

NEXCO 東日本バイオマスガス発電プラント 

支部幹事  久芳 良則 

 秋の晴天のもと環境見学会が開催された。今

回の見学会は高速道路法面やサービスエリア

（ＳＡ）の維持管理で発生する刈草、剪定枝や

間伐材等ＮＥＸＣＯ東日本が管理する地域のバ

イオマスを集めてガス化発電し、ＳＡの電力の

一部として活用するもので低炭素社会や廃棄物

の削減・資源循環に貢献する取り組みとして評

価されている施設である。また、水分の多い材

料を使用した発電の実用化は国内初とのこと。 

 以下概要を述べる。 

１．開催日：2017 年９月２１日（木）13:30

～15:00 

２．場 所：那須町豊平丙2188 

（那須高原ＳＡ 併設） 

３．参加者： 

 ・日本技術士会栃木県支部11 名 

（黒須重富、菅井敏郎、福田一郎、鈴木友

幸、小川正順、柳瀬宣義、川上寛児、柏崎

和久、井本郁子、西谷元則、久芳良則） 

 ・栃木県環境カウンセラー協会２名 

（市川恭二、福島義隆） 

 

４．施設の概要 

 １）バイオマス処理可能量：4.8 トン／日 

 ２）熱分解装置：外熱式ロータリーキルン 

（内径80 ㎝、全長2.4ｍ） 

 ３）発電機：100ｋＷ 

（デュアルフューエルエンジン） 

 ４）処理フロー：  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 処理フロー 

 

 

５．見学情報 

 もともとここの敷地はバイオマスの堆肥化を

行っていたが、道路の建設がなくなるとともに、

Ｈ２５年より新しい事業としてバイオマス発電

事業が発足し、Ｈ２８年4 月より運用を始めて

いる。月曜から金曜日まで24ｈｒ稼働してい

る（管理体制は6 名で3 交代制）。 

 現在の処理は２トン／日程度 草は水分が

100％に近いので乾燥（水分40%）にエネル

ギーが費やされている。ＳＡ設備（レストラン

は除く）の約30％を賄っている。 

 現在フル稼働には至っていないが、ＮＥＸＣ

Ｏ東日本の環境への取り組み、ＣＯ２削減など

から前向きな姿勢が評価できるものと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ プラントの全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ エンジン発電機（韓国製） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真4 

道路の維持管理で出た草や木の枝をチップ化 
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ＥＣＯテック＆ライフとちぎ 2017 出展報告 

支部会員  川上 寛児  

１．ＥＣＯテック＆ライフとちぎ全般 

ＥＣＯテック＆ライフとちぎ（以下エコテッ

クと略記する）は栃木県温暖化防止活動推進セ

ンターが主催する地球温暖化防止などの環境関

連の一般市民向けキャンペーンを目的とするイ

ベントであり、例年１２月初旬の土、日に開催

されているが本年は技能オリンピック開催に伴

い１１月３日（休日金曜日）、４日(土曜日)にマ

ロニエプラザにて開催された。主催者の発表に

よると参加者は２日間で三千人程度と盛況であ

った。 

 

２．技術士会栃木支部ＰＲ 

技術士会栃木県支部は技術士活動のＰＲや技

術士受験奨励の目的で毎年参加している。 

栃木県支部コーナーでは写真１に示すように

下記を展示、紹介した。 

＊本部作成技術士勧誘パンフレット 

＊支部作成レポ

ート類、 

＊支部会報、 

＊本田潔氏著書 

＊県支部紹介パ

ネル 

本コーナーに

立ち寄り問い合

わせなどを行っ

た人は５，６人

と例年の２倍以

上であった。 

      写真１ 技術士活動紹介コーナ 

これは下記の理科工作コーナーがにぎわって

いたため立ち寄りやすかったと考えられる。 

 

３．理科工作コーナー 

技術士の技術や自然科学に関する知識や指導

力をアピールする目的で参加者が理科工作をす

るコーナーを毎年設けている。近年は小学生の

高学年や中・高生参加が減少し、親に引率され

る低学齢児童の比率が増加しているため理科の

教科にこだわらず工作を通じて理科に親しませ

ることを主眼とした。これはコンピュータが不

可能な「手作業」に親しませ、学童たちが成人

化する頃のＡＩの普及に備えさせる意味もある。 

今回は下記の４種を提供した。 

①  風で飛ぶ種の模型作り 

風を利用して広い範囲に種子を飛ばす植物の

原理を実感する目的で切り紙細工をさせる。 

対象とする植物はフタバガキ（ラワン）とア

ルソミトラマクロカルパ（東南アジアの蔓性植

物）の種(写真２)である。 

両者のモデルは、とも栃木県支部の会員のア

イディアに基づくオリジナルであり、著作権を

意識させるため「技術士会栃木県支部」のロゴ

を印刷している（写真３）。 

ラワンのモデルはらせん状に回転しながら落

下するので「紙コプタ」と名付けた。 

 

紙コプタ（写真３左）は長方形の形紙に２本

の切れ目を入れた単純な形状の紙をクリップで

止めただけだが回転しながら緩やかに落下する。 

発射装置は洗濯バサミに挟んだ紙コプタを細

紐で引き上げ、ＰＥＴボトルの肩部のすぼまり

を利用して洗濯バサミを開き、約２．５ｍの高

さから発射する装置だ。これもイベント毎に少

しづつ改良を加えた当支部オリジナルである。 

アルソミトラグライダは実物の写真をなぞっ

た形状に修正を加えたもので写真３の右の物で

ある。また、重心を前よりにするため先端に凸

形状を設けた。 

この工作は曲線に沿ったハサミの使い方に慣

れさせる目的もある。 

写真３ 紙コプタとアルソミトラグライダ 

写真２ラワンとアルソミトラの種 
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中央と両端の折り曲げ角度の調整で飛び方が

左右されるが適切に調整できた場合は簡素な構

造にもかかわらず１０ｍ以上飛ぶ。 

紙コプタとアルソミトラグライダのコーナー

は両日とも切れ目なく来客が有り、２日間の合

計で２００人以上の参加と推定された。 

②  ソーラガーデンライトランタン 

自然エネルギーを体感できる装飾品としてソ

ーラーガーデンライトを利用したランタンを作

らせた。 

透明なボディーに百円均一ショップ（百均）

で販売されている粘着剤付ステンドグラスシー

ルを透明部分に貼り付け、ガーデンライトで照

明する。写真４はそれぞれ PET ボトル、ウィ

スキーの角瓶、牛乳パックで作成した物で、見

本として展示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 各種ソーラガーデンライトランタン 

 

ウィスキー角瓶は、高級感が有るが空き瓶入

手が困難であり、また牛乳パックは工作が難し

い。このため入手が容易で、表面の凹凸が少な

い炭酸飲料用 PET ボトルによるものを作成さ

せた。 

６㎜の孔を開けたボトルのキャップに両面接

着テープでライトを貼り付けさせた。 

工作が簡単な割に、仕上がりが豪華で種々の

楽しみ方が可能なため大人気。ガーデンライト

は８４個中４個が不良（半田付け不良２、内蔵

電池不良２）のため最終的に８０組作成できた。 

③  コイルモータ 

これまでサイエンスカフェ、フェスタｍｙう

つのみやなどで実施したものであるが対象とす

る小学５、６年生の参加がほとんどいなかった

ことと、今回のモデルは製作がやや困難だった

ため作成数は５個（昨年は３０個）にとどまっ

た。 

④  Mg 電池ミニカー 

フェスタｍｙうつのみや、エンジョイカガク

などで毎年実施しているが今回は走行性を高め

た改造テストコースを利用した。テストカーを

走らせることで子供たちの関心を惹きつけやす

く、完成品の走行を楽しむ子供たちも多かった。

ただ、組み立てキットは１０００円と高価のた

め３セットの販売にとどまった。 

４．全体の結果と感想など 

例年２ブースであったが今年から３ブースに

増やした。写真５に示すように理科工作コーナ

ーは人だかりが途絶えず、適切な対策であった

と言える。 

今回は技術士紹介コーナー来客５，６人、理

科工作コーナー延べ約３００人と、昨年の３倍

以上だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５ 技術士ブースの情況 
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また、他グループブースの高々数名の応対に

対し、技術士会ブースは延べ９人もの技術士が

熱心かつ丁寧に指導当たったのでほとんどの来

客が工作を完成させ、満足感も高かったようだ。

このため主催者から感謝の言葉が寄せられた。 

最後に熱心にご指導くださった方々、激励に

お出で下さった支部会員の皆様に感謝します。 

 

平成 29 年度 秋の科学技術宇講演会 

IoT にものづくり中小企業はどう立ち向かうか 

― 先駆研究事例に学ぶ IoT 利活用のヒント － 

支部幹事  宮下 治 

 

（国研）産業技術総合研究所名誉リサーチャ

ー工博森和男さんの講演で内容は、『IoT にもの

づくり中小企業はどう立ち向かうかー先駆研究

事例に学ぶ IoT 利活用のヒントー』です。開催

は、平成29 年11 月18 日（土）14 時～16

時、会場は公益社団法人栃木県国際交流協会多

目的ホールで行われました。参加者は約45 名

でした。 

 講演の内容は以下のとおりです。 

１．IoT とは何か 

２．研究事例に IoT 導入に向けたヒントを探る 

３．栃木県プロフェッショナル人材戦略拠点事

業の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 森講師の講演の様子 

 

 IoT とは、すべての「モノ」がインターネッ

トにつながること。IoT の基本的サイクルは以

下のようになる。①「センサー」でモノから情

報を取得する。（センシング）②インターネット

を経由して「クラウド」にデータを蓄積する。

③クラウドに蓄積されたデータを分析する。必

要であれば「人工知能」が使われる。④分析結

果に応じてモノがアクチュエートする。（ヒトに

フィートバックする） 

 「ものづくり」から「コトづくり」へ：「もの」

と「サービス」を分けて考えるのではなく、「サ

ービス」を届ける中でそれに不可欠なものとし

て「もの」を考える。「従来のものづくり製品の

提供の視点」から「コトづくりによるサービス

提供の視点」に変わる。 

 「コトづくり」として典型的な事例を挙げる。

「製品内包型」と「後発型」に分けて考えるこ

とができる。【製品内包型】コト化による価値提

供の布石を製品に予め内包させる。（サービスを

提供者が予測できる。）GE ヘルスケア（医療機

器の遠隔管理、データ分析を通じて顧客へのサ

ービス提供）【後発型】もののコンセプトを後発

的なコト化を通じて具現化、増幅させる。

iPhone（アプリによるカスタマイズされた情

報サービス）、コマツKOMTRAX（GPS を通

じた稼働管理サービスシステム。生産性分析や

コスト削減などを通じて顧客価値を拡大） 

 IoT 導入に向けての講師の私見が示された。

①インターネットの先を通じてユーザーや自社

が価値を認めるどんな情報や仕組みを提供する

か（攻め）が重要②IoT はそのために必要な情

報の取得、蓄積、分析のためのツールとして位

置づけ③価値ある（儲かる）情報や仕組みをま

ず考えることが最も大事④「データ」は価値を

生むものであるとの認識を普段から持つ⑤中小

企業に新たなビジネスチャンスの獲得、人手不

足・生産性向上・技能継承の推進、まとめると

『中小企業は自らの強みを認識し、付加価値と

して転換する創意工夫を生み出すこと(攻めの

経営)が大切』となる。 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 講演を拝聴する参加者 

 

 内閣府事業「栃木県プロフェッショナル人材
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戦略拠点事業」について紹介があった。 

事例として、5 社の紹介がある。上陽工業㈱、

㈱タスク、㈱アルファテック、㈱釜屋、ヨシ電

子㈱である。すべて、地元の中小企業である。

これらの企業は「攻めの経営報告書」の作成に

取り組んだ企業である。 

 

平成 29 年度 講演会・報告会・交流会 

（平成29年12月9日（土）ホテル丸治にて） 

支部幹事  亀田 則男 

1．講演会 

 平成 29 年の最後を飾る講演は、前栃木県県

土整備部長で、公益財団法人とちぎ建設技術セ

ンター理事長の印南洋之様より、「明日の県土づ

くり −土木行政の立場から−」と題して講演をい

ただきました。 

 講演では、三十有余年を栃木県の土木職員とし

て過ごされた氏の豊富な経験に基づき、「都市交

通」「防災減災」「連携交流」の 3 つの話題に触

れ、思い出に残る業務やエンジニアとしての強

い信念について語っていただきました。 

 第 1 話の「都市交通」では、宇都宮市内の道

路交通渋滞施策や新交通システムについて、第

2 話の「防災減災」では、近年、栃木県が経験

した大規模災害と水源対策の重要性について、

第3 話の「連携交流」では、北関東クロスコリ

ドール計画と明治の三島通庸県令の事績につい

て、数多くの資料により丁寧な説明をいただき

ました。都市計画から道路、砂防水資源まで幅

広く土木行政に携わられた経験談と、県庁内で

繰り広げられた様々な土木行政施策実行の局面

を臨場感あふれる語り口で講演する姿からは、

優和な容姿からは想像し難い、数多くの修羅場

をくぐり抜けてきた力強い土木技術者の姿を垣

間見せてもらうことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         写真1 講演する印南洋之氏 

 

 

 

2．報告会  

報告会は、中国浙江省との技術交流及び日韓

技術士国際会議に関する報告が行われました。   

① 浙江同済科技職業学院との覚書について 

福田一郎国際委員会委員長より、「浙江同済科

技職業学院との覚書について」浙江省から依頼

を受けた背景や、8 月末に実施した同学院との

事前調整経過が報告され、今後の覚書締結に向

けての進め方とスケジュールが報告されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 報告する福田一郎国際委員長 

 

② 浙江省科技訪日団（さくらサイエンス事業） 

小黒幸市支部特別顧問より、「浙江省科技訪日

団（さくらサイエンス事業）について」浙江省

側の参加団員構成や見学先の様子について、詳

細に報告いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 報告する小黒幸市支部特別顧問 

 

③ 日韓技術士国際会議参加報告 

田仲喜一郎支部最高顧問より、10 月 26 日

〜28 日に韓国釜山市で開催された「第 47 回

日韓技術士国際会議」への参加報告をいただき

ました。 
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当支部からは、田仲喜一郎支部最高顧問の他、

菅井支部特別顧問夫妻、佐藤学会員が参加され

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真4 報告する田仲喜一郎支部最高顧問 

3．交流会 

 夕刻より、参加者 40 名による交流会が開催

され、冒頭、黒須支部長より平成29 年度の支

部活動についての総括があり、次年度も変わら

ぬ支部活動への協力依頼がありました。 

 田仲喜一郎支部最高顧問による乾杯の後、宴席

となり、各人が今年一年の活動を振り返りなが

ら大いに盛り上がりました。 

 松原幹事による中締めで交流会は散会となり

ました。ご参加の皆様有難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５ 支部長挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真７ 県支部田仲顧問の乾杯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真８ 県支部幹事 松原氏の締め 

 

「世の中を元気にする技術士を目指せ」 

の概要と出版への思

い 

支部会員  本田  潔 

技術士（機械部門） 本田技術士事務所 所長 

はじめに 

 今年の 6 月末に弘文

社から「世の中を元気にす

る技術士を目指せ」という

本を出版しました。その本

の宣伝も兼ねて、執筆の所

以などを記したいと思いま

す。 

 

１．技術士試験は難しい 

技術士試験は難しい、どんな頭の良い人でも

なかなか取得できない、と言われています。 

理系では最も難しい国家試験の一つとして知

られている技術士試験であることは、技術士で

ある皆さんがよくご存じのことと思います。 

技術士試験は、他の資格試験と勉強方法が違

います。おそらくこのことが、技術士試験は難

しいと思われている理由なのではないでしょう

か。他の資格試験と求められるものが違うので、

勉強方法が違うということなのです。他の資格

試験は、知識や情報を理解したり暗記したりす

るのが勉強です。これに対して、技術士の試験
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は、自分の考えを述べることです。もっとも、

ある程度の知識や暗記する必要のあることは否

定できません。一言で言いますと、自分自身で

考えること、が勉強なのです。教えてもらうだ

けでは勉強にはなりません。 

先ず、合格率がどのようになっているのかを

見てみましょう。 

統計的には、平成28 年度の一次試験の合格

率が 49.0％であり、二次試験（記述試験後の

口頭試験を含む）は 14.6％でした。つまり、

全体としては 7.2％の合格率となり一般的には

狭き門といえるでしょう。 

 

２．本当に難しいのでしょうか 

技術士試験は本当に難しいのでしょうか。た

とえば、一般的に難しいといわれている司法試

験の合格率は、平成28年度は22.9％でした。

これが何を意味しているのか考えてみましょう。 

技術士会の統計データを見てみますと、二次

試験の合格率が 20％を下回ったのは昭和 56

年度の試験からでした（平成 14 年から平成

16 年だけは 21％～26％）。それに対し、昭

和 55 年以前は 20％以上、昭和 34 年に至っ

ては72.2％の合格率がありました。 

以上のことを受験者数の平均で見ますと、昭

和 33 年～55 年の平均受験者数は 2,374 人

で、平均合格率は 39％でした。それに対して

同期間である平成6 年～28 年の平均受験者数

は 21,862 人で、平均合格率は 17％でした。

単純に考えても受験者数が約 10 倍になると、

合格率が約半分に下がっているということが分

かります。 

これを別の角度から見ると、受験者の少ない

昭和時代は平成時代と比べて受験者の実力が比

較的に拮抗していたのではないでしょうか。そ

う考えると、昭和時代は、2,300人の内約60％

の人が不合格であった事実から、平成時代の受

験者 21,000 人中 60％の 12,600 人は不合

格となっていたかもしれません。つまり、合格

の可能性のあるのは、残りの 8,400 人位なの

で、その人たちが昭和時代の受験者に匹敵する

実力があると考えると、その 8,400 人の中か

ら 40％の人が合格することになるわけですか

ら、8,400 人の 40％である 3,300 人が合格

者となる。つまり、平成時代の受験者21,000

人の内の合格者3,300 人は、約16％の合格率

ということになります。 

言い換えますと、平成時代に入ってからは、

合格の実力のない人たちも受験に臨んできてい

るので、受験者数が増加し、合格率を低下させ

ているのではないかということです。 

つまり、合格率だけで難しいかどうかを論じ

ることはできないということです。このことは

司法試験の合格率が高いことからもいえること

ではないでしょうか。 

 

３．評価方法を知ってこそ、実力を発揮 

技術士試験は実力があれば必ず合格するとい

う保証はありません。自分自身の考えを述べる

論文試験だからです。 

銀座で、大学の同級生たちとカラオケバーに

行った時のことです。いくらうまく歌えたと思

っていても、結果は惨憺たるもので、なかなか

高い点が出ません。誰が聞いても感情の入って

いない、人に聞かせるような歌い方ではない人

が90 点くらいを出していました。 カラオケ

に初めて行って高得点をとるのは非常に難しい、

ということを皆さんもご経験をお持ちだと思い

ます。きれいで美しい声で歌ってもダメなので

す。オペラ歌手のように歌ってもダメな人もい

ました。しかし、画面に現れるオタマジャクシ

の音程通りに歌えば間違いなく高得点をとるこ

とができます。カラオケマシーンの評価方法を

知った上で練習（勉強）すれば、誰でも90 点

くらいはとれるのです。 

技術士試験でも同じことで、評価の仕組みが

分かっていれば誰でも簡単に合格できる、とい

うことを分かっていただくためにこの本を出版

しました。  

また、執筆のコンセプトは、読みやすい、分

かり易い、読んだら合格できる自信が湧いてく

る、そのような本にすることでした。難しい内

容を書いても、読んでもらえなければ、まして

や、購入してもらえなければ何の意味もありま

せん。 

 

４．基本的な姿勢 

技術士試験の受験指導を約 8 年間してきま
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した。そこで気が付いたことは、どんなに難し

いと言われている大学を出た人でも不合格の場

合があるということです。そのような人たちは、

1 次試験は先ず落ちることはありません。問題

は二次試験です。論文試験及び口頭試験の出来

不出来が合否を左右します。最高峰の大学を出

て博士号をもっている人が、論文試験は全てA

評価でしたが、口頭試験で不合格の人がいまし

た。この人は口頭試験の受験指導を受けていれ

ば問題なかったのでしょうが、あいにく受けて

いませんでした。しかし本当に実力があれば、

口頭試験の評価システムを事前に勉強している

のは、カラオケの例と同じです。 

次の例は、論文試験に不合格となった人たち

のことです。技術力はあったが不合格となった

人、技術力が足りなくて不合格になった人、が

います。後者は何も言うことはありませんが、

問題は前者です。この人たちは自分の専門分野

に対する技術力を十分持っているのですが、不

合格となった人たちです。論文試験は自分の考

えを述べる必要があることは前にも述べました。

しかしこれだけではないのです。 

日本技術士会のホームページに技術士制度誕

生の背景として、「第二次世界大戦後、荒廃した

日本の復興に尽力し、世界平和に貢献するため、

『社会的責任をもって活動できる権威ある技術

者』が必要となり、米国のコンサルティングエ

ンジ二ア制度を参考に技術士制度が創設されま

した」とあります。このことから、技術力があ

るだけではダメで、社会的責任をもつためには

相手（クライアント）に理解してもらえるよう

に技術を伝えられないといけないわけです。同

時に倫理観の欠如があっては社会的責任を担う

こともできません。 

つまり、技術を平易に説明できる必要があり、

相手に教えるのではなく、理解していただける

ことが大切なわけです。簡単に言うと、上から

目線ではなく、中高生にもわかるように技術を

教えられることが重要なわけです。難しいこと

を難しく言うのは誰でもできます。「難しいこと

を素人に分かるように説明できない奴は、自分

もわかってないんだ」というのが、私が勤めて

いました創業者の言葉でした。 

 

５．口頭試験の受験指導 

年末年始にある口頭試験の指導を最近してい

ます。いわゆる面接試験ですが、最近は以前よ

り短い 20 分の間に業務経歴票（「業務経歴の

詳細」を含む）、技術士法、技術者倫理、筆記試

験の選択科目Ⅲ（たまに選択科目Ⅱも問われる

場合がある）、その他人物確認等について試問さ

れます。「業務経歴の詳細」は通称720 文字と

いわれており、二次試験の受験申込時に作成す

るので、受験指導を受けないと記述の仕方が貧

弱なものになってしまう場合が多くなります。

たとえば、自分の業務を説明するときには、最

低でも、業務概要→従来の問題点→課題→解決

手段→成果を書かないとクライアントに相当す

る相手は理解しにくいはずです（特許の明細書

はほぼこのような構成になっています）。ここで

技術士にとって最も重要で、アピールすべき点

としては、解決手段があります。ここに自分が

いかに技術士として相応しいかを盛り込むわけ

です。専門知識、応用能力、課題解決能力を持

っていることを示すことが重要なわけです。 

 

おわりに 

当初にコンセプトは、誰でも合格できる気に

なる本といいましたが、ここに書きましたこと

は逆のような感じになってしまいました。しか

し、この会報は技術士の方々向けなので、少し

くらい簡単なことを下手な文章で難しく書いて

も、無理にでも理解していただけるものと確信

して投稿させていただきました。 
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＝コラム＝（広報委員会 大岩正通） 

岡部記念館（金鈴壮） 

 （おかべきねんかん きんれいそう） 

 今回は、真岡市荒町の「岡部記念館（金鈴壮）」

を紹介します。 

明治初期に岡部久四郎が接客用の別荘とし

て 10 年余の歳月を費やして完成させたもの

と伝えられています。その後割烹料理店「金鈴

壮」となり、昭和63 年に真岡市が借り受けて 

記念館としました。建物の一部を除いて創建当

時の状態を留めており、周囲には地元産の 

磯山石を使用した石塀をめぐらしています。 

所在地：真岡市荒町2096 番地1 

文化財：栃木県指定有形文化財 

栃 木 県 支 部 会 報 広 場 

《連絡事項》 
・栃木県支部の連絡先の変更 

９月１日より栃木県支部の電話及びファクシミリの番号が変わりました。 

ＴＥＬ：０２８-６７８-８６００/ＦＡＸ：０２８-６７８-８６３０ 

 

広報委員長のよもやま話 

 皆様、栃木県のソウルフード「しもつかれ」
をご存知ですか？見た目が悪く、食わず嫌い
な方も多い郷土料理です。 
 鮭の頭と野菜の切り屑などの残り物を大根
おろしと混ぜた料理です。 
 私が幼少のころは祖母がつってくれました
が、なにせ見た目で「人間の食べるのではな
い」など罰当たりのことを言っていました。 
 ところが 40 歳も越えるころには、試食で
食べた「しもつかれ」が、私の酒のつまみと
なり、毎年この時期に道の駅に出向き、各地
のしもつかれの食べ比べをしています。 
 なかでも私の選んだナンバーワンは、道の
駅ばとうの「しもつかれ」です。一度召し上
がってみてはどうでしょうか。 
 最近は、ポテトチップスにもなったようで
す。 

これは私にとって物足りないものでした。 
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株式会社　イケヤフォーミュラ 栃木県支部会報　7号紹介

宇都宮測量　株式会社 栃木県技術士会報18号紹介

エフビットコミュニケーションズ株式会社

株式会社　格和測量設計

晃洋設計測量　株式会社 栃木県技術士会報12号紹介

株式会社　三和電機

株式会社　真和技研 栃木県支部会報　10号紹介

株式会社　篠原設計 栃木県支部会報　11号紹介

株式会社　ダイミック

株式会社　中央土木工学研究所 栃木県支部会報　創刊号紹介

東亜サーベイ　株式会社 栃木県技術士会報14号紹介

東洋測量設計　株式会社 栃木県支部会報　３号紹介

株式会社 トキタ・ac 栃木県支部会報　5号紹介

株式会社　栃木用地補償コンサルタント 栃木県技術士会報15号紹介

有限会社　那須化成 栃木県支部会報　9号紹介

日研測量　株式会社 栃木県支部会報　4号紹介

日昌測量設計　株式会社 栃木県技術士会報16号紹介

株式会社ピーシーレールウェイコンサルタント
栃木県支部会報　8号紹介

株式会社　富貴沢建設コンサルタンツ 栃木県支部会報　6号紹介

富士コンサルタンツ　株式会社

★ 芙蓉地質　株式会社

株式会社　水環境プランニング 栃木県技術士会報17号紹介

やまこ産業　株式会社 栃木県支部会報　2号紹介

人創り工房　Y&Kコンサルティング

　上記団体を順次ご紹介させていただきます。「★」は当号
の紹介です。

　当支部に協賛戴いている団体です。

協 賛 団 体 の 紹 介 （ 五 十 音 順 ）
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編集後記 
昨年の心に残る漢字一文字は「北」が選ばれました。選ばれ

た理由に「北朝鮮」や「キタサンブラック」などがあったよう
です。世界の情勢が不安定ですが、平和な世界がずっと続くこ
とを願っています。そんなことで私の心に残る漢字一文字は
「核」ですかね。 

昨年は、県支部の「核」である支部長が変わり、新体制でス
タートしました。これまで以上の活動が期待されています。 

理科教室は、子供の保護者として参加される父兄に、国家資
格「技術士」を知ってもらえる良い機会となっています。しか
し、県支部会員の参加者が少なく出展する機会が減ってきてい
ます。 

会員の皆様も、理科教室の「核」となり、子供達に科学技術
の楽しさを伝えてみませんか？ご参加をお待ちしております。 

広報委員会は本部ホームページを活用し，会員の方々に情報
を伝達していきます。定期的に閲覧してください。 

http://www.engineer.or.jp/c_shibu/tochigi/ 

協 賛 団 体 の 紹 介 
芙蓉地質は、地盤のより精度の高いデータを収集、

有用な解析・判定を行い、構造物等の設計・施工に対

する助言の提供を目指して成長し続ける企業です。 

芙蓉地質には地盤調査一筋 40 年の実績がありま

す。特に地元である栃木県の地形・地質を熟知した地

盤調査には絶対的な自信があります。 

地盤調査は、専門の機械や知識があれば出来るもの

ではなく、長年の経験や、熟練の技術が必要な分野で

す。建築構造物の地盤調査、道路・河川などの土木構

造物の地盤調査、土地の汚染についての調査、地下水

利用、井戸掘りなどなど、土地、地盤、地質などで疑

問・質問・ご相談ありましたらお気軽にお問合せくだ

さい。 

【正確にして有用な地盤情報を提供して, 

    安全で快適な社会の建設に貢献する】 
会 社 名：芙蓉地質株式会社 
代表者名：喜内 敏夫 
所 在 地：〒 321-0982 

栃木県宇都宮市御幸ケ原町 57-25 
U R L： http://www.fuyo-geo.co.jp 
E－mail： info@fuyo-geo.co.jp 
T E L： 028-664-3616(代) 
Ｆ Ａ Ｘ： 028-664-3660 
創立年月日： 昭和52 年1 月24 日 
従 業 員： 技術社員13 名 

事務社員  4 名      計17 名 

業務内容： 

<地盤調査> 
ボーリング調査・原位置試験・物理探査 
土質試験・サウンディング・CBR 試験 
平板載荷試験 

<地下水調査> 
地下水モニタリング・多点温度検層 
流向流速測定・1m 深地温探査 

<土壌・地下水汚染調査> 
土壌分析試験・水質試験 
 
 


